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■第３０３回食品安全委員会会合 

日時：平成２１年１０月１日（木）１４：００〜１５：２０

場所：食品安全委員会 大会議室

傍聴者数：１７名

議事概要：

添加物専門調査会における審議状況について

１）「イソペンチルアミン」に関する意見・情報の募集について

・担当委員の長尾委員及び事務局から説明。

・評価書（案）について、意見・情報の募集手続に入ることが了承された。

＊トリュフ、ヤマドリダケ、ワイン、ルバーブ、コーヒー、ケール等の食品中に存在する成分です。欧米では、清涼飲料、ゼラチン・プ

リン類、肉製品、焼菓子、冷凍乳製品類、ソフト・キャンデー類等様々な加工食品において香りの再現、風味の向上等の目的で添

加されています。

（２）遺伝子組換え食品等専門調査会における審議状況について

１）「ＧＬＵ−Ｎｏ．２株を利用して生産されたＬ−グルタミン酸ナトリウム」に関する意見・情報の募集について

・担当委員の長尾委員及び事務局から説明。

・評価書（案）について、意見・情報の募集手続に入ることが了承された。

＊調味料として使用される食品添加物です。 

２）「ＰＨＥ−Ｎｏ．２株を利用して生産されたＬ−フェニルアラニン」に関する意見・情報の募集について 

・担当委員の長尾委員及び事務局から説明。

・評価書（案）について、意見・情報の募集手続に入ることが了承された。

＊栄養補給を目的とする食品、飲料及び調味料等に使用される食品添加物です。

３）「チョウ目害虫抵抗性トウモロコシＭＩＲ１６２系統」に関する 

意見・情報の募集について 

・担当委員の長尾委員及び事務局から説明。

・評価書（案）について、意見・情報の募集手続に入ることが了承された。

＊チョウ目害虫に対し抵抗性を持つトウモロコシです。

（３）食品安全基本法第２４条に基づく委員会の意見の聴取について

１）動物用医薬品「ケトプロフェン」に係る食品健康影響評価について

・「ケトプロフェンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を０．００１ｍｇ／ｋｇ体重／日と設定する。」との審議結果が了承され、リスク管理機関

（厚生労働省）へ通知することとなった。

＊抗炎症薬で、牛、馬、豚等の鎮痛剤及び抗炎症剤として用いられます。 

ポジティブリスト制度導入に伴う残留基準（いわゆる暫定基準）が設定されています。

２）動物用医薬品「ピペラジン」に係る食品健康影響評価について

・「ピペラジンのＡＤＩを０．２５ｍｇ／ｋｇ体重／日と設定する。」との審議結果が了承され、リスク管理機関（厚生労働省）へ通知する

こととなった。

＊寄生虫駆除剤で、馬、豚及び鶏の線虫類の駆除などに用いられます。 

ポジティブリスト制度導入に伴う残留基準が設定されています。

３）動物用医薬品及び飼料添加物「オラキンドックス」に係る食品健康影響評価について

・「現時点で評価した知見から見る限り、オラキンドックスについては、遺伝毒性を有しているものと考えられるほか、発がん性及び

催奇形性を有する可能性を否定できないことから、オラキンドックスにＡＤＩを設定することは適当でない。」との審議結果が了承さ

れ、リスク管理機関（厚生労働省）へ通知することとなった。

＊抗菌剤で、豚の細菌性下痢症の防止を目的に使用されます。ポジティブリスト制度導入に伴う残留基準が設定されています。な

お、国内では、動物用医薬品の承認及び飼料添加物の指定はありません。 

４）遺伝子組換え食品等「除草剤グリホサート耐性トウモロコシＮＫ６０３系統と除草剤グルホシネート耐性トウモロコシＴ２５系統を

掛け合わせた品種」に係る食品健康影響評価について

・「『遺伝子組換え植物の掛け合わせについての安全性評価の考え方』に基づき、改めて安全性の確認を必要とするものではない

と判断される。」との審議結果が了承され、リスク管理機関（厚生労働省）へ通知することとなった。

＊既に安全性が確認されている除草剤に対する耐性を持つトウモロコシ２系統を掛け合わせた品種です。

（４）リスクコミュニケーション専門調査会からの報告について

１）食品安全委員会における情報提供の改善に向けた当面の取組方向について

２）食育の現場におけるリスクコミュニケーションの充実に向けた食品安全委員会の取組方向について
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・担当委員の野村委員及び事務局から報告。

（５）その他

１）「食品安全委員会専門調査会運営規程の一部改正について」

・事務局から説明。

・案のとおり改正することとなった。

２）「食品安全委員会専門委員の改選について」

・事務局から報告。

３）「食品健康影響評価技術研究運営委員会構成員の改選について」

・事務局から説明。

・案のとおり決定した。
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